
［成果情報名］ぶどう「安芸クイーン」の暗赤色果粒発現と果皮のアントシアニン

［要約］赤色系ぶどう「安芸クイーン」における暗赤色果粒の発現は、果皮のアントシア

ニンの組成変化によるものではなく、果皮にアントシアニンが多く蓄積することにより生

ずる。
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［背景・ねらい］

三重県では全国に先駆けて赤色系ぶどう「安芸クイーン」を導入して産地化を図ってい

る。しかし、品種特性である鮮赤色ではない暗赤色の果粒が多く発現し、着色が安定しな

いことが問題となっている。そこで、果皮のアントシアニンを同定するとともに、果色の

異なる「安芸クイーン」果皮のアントシアニンを比較した。さらに、アントシアニンの色

調を青色化（コピグメンテーション）する可能性のあるフラボノイドを分析し、これらと

暗赤色果粒発現の関係について検討した。

［成果の内容・特徴］

１ 「安芸クイーン」における果皮のアントシアニンはpeonidin系が最も多く、次いで．

malvidin系、cyanidin系である（図１ 。）

２ 「安芸クイーン」における鮮赤色果粒の果色（色相角度）は赤～橙を示すのに対し、．

暗赤色果粒の果色は赤～紫を示す 「安芸クイーン」果皮のアントシアニン含量と果。

色には有意な負の相関関係が認められ、果皮のアントシアニン含量が約0.4μg/mm2よ

り大きくなると、暗赤色果粒が発現する（図２ 。）

３ 「安芸クイーン」果皮のアントシアニン組成は、暗赤色果粒と鮮赤色果粒で明らかな．

差は認められず、アントシアニン組成の変化が暗赤色果粒の発現に関与している可能

性は小さい（図３ 。）

４ 「安芸クイーン」果皮の主要なフラボノイドはquercetin 3-glucosideとquercetin 3．

-glucuronideの２種類である。フラボノイドはアントシアニンに対する含有量の割合

が増すとアントシアニンの色調を青色化する可能性があるが、アントシアニンに対す

るフラボノイドの量的割合が低いほど暗赤色果粒が発現したことから（図４ 、これ）

らのフラボノイドがアントシアニンのコピグメントとして暗赤色果粒の発現に寄与し

ている可能性は小さい。

［成果の活用・留意点］

１ 「安芸クイーン」果皮のアントシアニン含量を適正に調節する栽培管理方法を確立す．

るための基礎的知見となる。




